根岸佶の時事評論 :「支那動亂と赤化」（『東京朝日新聞』1923.11） by 三好 章






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































同文書院記念報 Vol. 26 (2018. 03. 31)
154 
をけふ
、、
撃することを圖るのみならず、英
國と張作霖とを提携せしめ、日本と張作
霖とを離間し、朝鮮人に對し、宣傳と扇
動を盛んにし、日本をして、支那を顧み
る暇なからしめんとしての企てであると
のことだ。支那の動亂を聞き、にはかに
歸支することとなつたカラハン氏今後の
行動大に注目すべきであらう。 
 應急處分 
上述の如く、支那における赤化運動はす
こぶる發展し、之をそのままに放任する
ときは、大事をひき起し、禍を隣國に及
ぼすのだから、今をおいて之が救濟の方
法を講究せねばならず。根本的に救濟す
ることはほとんど不可能であるから、當
分應急の處分に滿足せねばならぬ。 
支那の赤化、今日あるを致し、今後 益
ますます
甚だしからんとするものは軍閥割據し、
動亂止むことのないのが重大原因であつ
て、勞農政府も支那を動亂化することに
努力しているのだから兎に角和平統一を
圖ること急務である。支那の輿望を負ふ
た段氏執政の下に、堅固な中央政府を建
設するにつき、その所用に應ずる目的を
以て、關税會議の開かれることは和平統
一を致すべく、絶好の機會だ。本會議を
打壞する爲、あらゆる努力を試むるのは、
勞農政府として當然であるが、その走く
となって、本會議の打壞に從事する政客
や軍閥の眞意、甚だ諒解するに苦しむ。
殊に遺憾なのは、支那全権がしなしば會
議を頓挫せしむる言動に出づることだ。
又不幸にして日英兩國全権互に意見を異
にし、往々議論のために議論を戰はし、
在支英人の如きは、會議の中止を望む模
様すらある。若し萬一會議が不成功に終
つたならば、段執政その地位を失ひ、支
那の和平統一も永久に望みなく、動亂に
次ぐ動亂を以てし、遂に勞農政府をして
その目的を達成せしめる恐れある。かく
の如きは支那の一大不幸たるに止まら
ず、支那の隣國たる日本もまた枕を高ふ
する能はざるはもちろん、アジアに廣大
な領土を有する英國に悪影響を及ぼすこ
とあきらかである。從つて日英支三國中
互に赤誠を披
ママ
歷し、適當な條件で妥協し
速かに會議をまとめ、支那の一人者たる
段氏をして堅固な政府を樹立し、和平統
一の便宜を得せしむべきであらう。（完） 
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